
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

行　　　事曜日
わかば愛育園入園式 １０：００～わかば愛育園
中央保育所入所式 １０：００～中央保育所
西保育所入所式 １１：００～西保育所

土１

日日２
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん
発達支援センター入級式
　１０：３０～子どもセンター

月３
妊婦相談 ９：００～１１：４５かみん
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００かみん
教職員着任式 １３：３０～社教センター

火４

水５
東中中学校入学式 ９：００～東中中
上富良野小学校入学式 １０：００～上小
江幌小学校入学式 １０：００～江幌小
上富良野西小学校入学式 １０：３０～西小
上富良野中学校入学式 １３：１０～上中

木６

いしずえ大学入学式 １０：００～かみん
金７

高田幼稚園入園式 ９：３０～高田幼稚園
土８

日日９
広報かみふらの４月１０日号発行
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん月１０
予防接種（三種混合・麻しん・風しん）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）
上富良野高校入学式 １０：００～上高

火１１
３歳児健康診査 １３：１０～１５：００かみん

水１２
男の料理教室 １７：００～かみん

木１３

金１４

土１５

日日１６

４ 月のまちの行事予定
行　　　事曜日

定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん
月１７

予防接種（ポリオ・ＢＣＧ）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）
心配ごと相談 １３：００～１６：００かみん

火１８

水１９

木２０
住民会長懇談会 １３：３０～役場

金２１

土２２

日日２３
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん

月２４
広報かみふらの４月２５日号おしらせ版発行
予防接種（三種混合・麻しん・風しん）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）
減る脂教室（生活習慣病予防教室） １０：００～かみん

火２５

乳児健康相談（個別案内）
乳幼児健康診査（個別案内）水２６

木２７
すくすく離乳食・育児教室 １０：００～かみん
農業委員会総会 １３：３０～役場金２８
みどりの日みどりの日

土土２９

日日３０

おおおおおおおおおしししししししししらららららららららせせせせせせせせせ版版版版版版版版版
広報

かみふらの

■ 発行・編集 ■
上富良野町役場 総務課 情報管理班

��６４００　��５３６２

２００６３/２５№５６２

http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp（行政）ホームページ
http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp（観光）
johohan@town.kamifurano.lg.jpＥ メ ー ル

忘れずに５月１日（月）までに納めましょう。
・軽自動車税



２月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月15日は月15日は『道民交通安全の日』『道民交通安全の日』

(＋3)５：人身事故発生件数
(±0)０：死 者 数
(＋5)７：傷 者 数
(-2)３６：物 損 件 数

in
fo
rm
a
tio
n

�

富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

平成１８年
３月号

上 富 良 野 町 の
事 件 発 生 件 数

（２月１日～２８日現在）
１件☆空き巣
２件☆車上ねらい
１件☆自販機ねらい
１件☆部品ねらい
１件☆万引き
６件計

速
度
上
昇
期
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

　

雪
解
け
と
と
も
に
乾
燥
路
面
と
な
り
ま

す
が
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

国
道　

号
と
基
線
の
交
わ
る
陸
橋
や
橋

２３７

の
上
、
日
陰
で
は
一
部
凍
結
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
車
間
距
離
に
気
を

つ
け
て
、
安
全
運
転
を
！

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
忘
れ
ず
に
！

少少年年非非行行とと家家出出、、福福祉祉犯犯罪罪のの防防止止

無
料
相
談

無
料
行
政
相
談

総
務
課 
情
報
管
理
班
�
�
６
４
０
０

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
な
ど
を

行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
て
解
決

を
図
る
『
行
政
相
談
』
を
、
毎
月
第

１
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
４
日（
火
）　

時
〜　

時

１３

１６

　
　
　

５
月
２
日（
火
）　

時
〜　

時

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
か
み
ん
」
相
談
室

　

※
右
記
以
外
で
も
手
紙
や
電
話
で

　
　

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員　

松
田　

徳
三

　
�
０
７
１
‐
０
５
５
１

　

上
富
良
野
町
本
町
３
丁
目
６
番
４
号

　
�
�
２
６
４
０

募
集
し
ま
す

国
税
専
門
官
採
用
試
験

富
良
野
税
務
署�
�
2
１
４
４

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
国
税
専

門
官
採
用
試
験
」
の
受
験
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

１　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

５４

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

６０
２　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６０

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

１９

す
る
の
者

　
�
人
事
院
が�
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

申
込
期
間

　

４
月
３
日（
月
）〜　

日（
金
）

１４

　
（
郵
送
分
は
４
月　

日
の
消
印
有

１４

効
）

試
験
日
程

　

第
一
次
試
験　

６
月　

日（
日
）

１１

　

第
二
次
試
験　

７
月　

日（
月
）〜

２４

　
　

日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
日

２７

　

受
験
案
内
・
申
込
書
用
紙
等
の
請

求
や
、不
明
な
点
は
富
良
野
税
務
署

総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

策
定
し
ま
し
た

　

平
成　

年
９
月
、
国
民
保
護
法
が

１６

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
保
護
法
と

は
、
外
国
か
ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た

場
合
や
大
規
模
テ
ロ
等
が
発
生
し
た

場
合
に
、
国
や
道
、
市
町
村
等
が
、

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

道
で
は
、
万
が
一
、
こ
う
し
た
事

態
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
避
難

や
救
援
、
被
害
の
最
小
化
な
ど
を
行

う
た
め
「
北
海
道
国
民
保
護
計
画
」

を
本
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
国
民
保
護
計
画
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
市
町
村
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

北
海
道
国
民
保
護
計
画

北
海
道 
総
務
部 
危
機
対
策
室

�
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

http://w
w
w
.pref.

hokkaido.jp/soum
u/

sm
-ksnji/index.htm

さ
し
の
べ
る

手
の
ぬ
く
も
り
を

ど
の
子
に
も

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時
期

は
、
卒
業
、
進
学
、
進
級
等
に
よ
る
生
活
環

境
の
変
化
等
に
伴
い
、
飲
酒
、
喫
煙
、
家
出

等
の
不
良
行
為
薬
物
乱
用
等
の
非
行
、
さ

ら
に
は
福
祉
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
年
の
非
行
と
少
年
の
福
祉
を
害
す
る

犯
罪
か
ら
我
が
子
を
守
る
た
め
、
い
つ
も

子
ど
も
の
行
動
に
関
心
を
持
ち
、
子
ど
も

と
会
話
を
交
わ
す
よ
う
努
め
、
子
ど
も
の

発
す
る
非
行
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。



�

in
fo
rm
a
tio
n

▼
ワ
ー
ド
中
級
コ
ー
ス

　

文
書
の
修
正
、
文
字
の
拡
大
、
ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
、
網
掛
け
、
セ
ン
タ

リ
ン
グ
、
保
存
、
均
等
割
付
、
印
刷

等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

４
月　

・　

・　

・　

日

１９

２１

２６

２８

　
（
水
・
金
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

６
千
円

▼
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス

　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
・
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｔ

Ｅ
・
Ｉ
Ｆ
関
数
の
使
い
方
、
グ
ラ
フ

作
成
等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

４
月　

・　

・　

・　

日

１９

２１

２６

２８

　
（
水
・
金
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

７
千
円

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級

課
程

日
程　

６
月
６
日
〜
７
月　

日
ま
で

２１

の
平
日　

日
間

２２

受
講
料　

３
万
円
、
テ
キ
ス
ト
代
６

千　

円
８００

定
員　

６
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
後
日
選
考
を
行
い
ま
す
）

対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

６０

で
休
ま
ず
受
講
で
き
る
方

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

お
忘
れ
な
く

国
保
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

町
民
生
活
課 
住
民
窓
口
班

�
�
６
９
８
５

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
は
上
富
良

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
（�
�
３

５
０
５
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

４
月　

日（
月
）〜
５
月

１０

１
日（
月
）

会
場　

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
・
課
程
も

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
西
麻
町
１
番
１
号
）

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
、
平
成　

年
４
月

１８

　

日
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と

３０な
り
ま
す
。

　

次
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
一
斉
更

新
を
行
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
へ
の
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間　

　

４
月　

日（
火
）〜　

日（
金
）

１８

２８

　

８
時　

分
〜　

時（
土
・
日
を
除

３０

１７

く
）

更
新
場
所　

役
場
町
民
生
活
課
窓
口

持
参
す
る
も
の　

　

印
鑑
、旧
被
保
険
者
証（
学
・
遠
隔

証
を
含
む
）

※（
学
）・（
遠
）証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯
で
、継
続
さ
れ
る
場
合

は
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、（
学
）証
を
交
付
す
る
際
は
、

新
規
・
継
続
と
も
在
学
証
明
書
が

必
要
で
す
の
で
、忘
れ
ず
に
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

①
更
新
は
、
国
保
加
入
世
帯
ご
と
に

一
括
で
行
い
ま
す
の
で
、
世
帯
主

ま
た
は
世
帯
内
の
異
動
の
内
容
等

が
わ
か
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
新
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
平

成　

年
4
月　

日
ま
で
で
す
。
な

１９

３０

お
、
一
部
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
以
前
の
有
効
期
限
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

③
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

や
被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
等
に
つ

い
て
は
、
印
鑑
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
ほ
か
に
職
場
の
健

康
保
険
証
か
資
格
取
得
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

④
旧
被
保
険
者
証
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
は
、
紛
失
届
出
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
町
民
生
活
課
住
民
窓
口
班
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売
却
し
ま
す

役
場
庁
用
車

総
務
課 
車
両
班�
�
６
９
９
４

　

町
で
は
庁
用
車
と
し
て
使
用
し
て

き
た
車
両
を
売
却
し
ま
す
。

年
式　

平
成
３
年
式　

車
種　

グ
ロ
リ
ア
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン

総
排
気
量　

２
千�
　

ガ
ソ
リ
ン
車

走
行
距
離　

約　

万
５
千�

１２

車
検
日　

平
成　

年
４
月　

日

１８

２４

見
積
書
提
出
期
限

　

４
月　

日（
金
）　

時
ま
で

１４

１３

見
積
書
提
出
場
所
及
び
問
合
せ

　

総
務
課
車
両
班

解
散
し
ま
す

平
成　

年
国
勢
調
査
上
富
良
野
町
実
施
本
部

１７

総
務
課 
情
報
管
理
班
�
�
６
４
０
０

　
『
平
成　

年
国
勢
調
査
上
富
良
野

１７

町
実
施
本
部
』
は
、
平
成　

年
国
勢

１７

調
査
の
実
施
に
万
全
を
期
す
た
め
、

平
成　

年
５
月　

日
に
上
富
良
野
町

１７

１０

役
場
総
務
課
内
に
設
置
し
、
効
率
的

な
調
査
実
施
体
制
を
整
え
、
そ
の
業

務
の
推
進
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
の
調
査
結
果
の
確

認
・
修
正
作
業
等
が
終
わ
り
、
平
成

　

年　

月
８
日
に
速
報
が
公
表
さ
れ

１７

１２

た
た
め
、
３
月　

日
を
も
っ
て
『
平

３１

成　

年
国
勢
調
査
上
富
良
野
町
実
施

１７
本
部
』
は
解
散
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
勢
調
査
等
各
種
統
計
調

査
に
関
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
総
務
課
情
報
管
理
班
に
お
い
て

そ
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
�
５
３
６
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

soum
u@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

�
０
１
６
６�
６
１
０
１

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
労
働

保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、

労
災
補
償
・
失
業
給
付
に
か
か
わ
る

重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
銀
行
・
郵
便
局
な

ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
労

働
基
準
監
督
署
に
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
付
期
限

　

５
月　

日（
月
）ま
で

２２

住
所　

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

　
�
０
７
０
‐
０
８
４
３

　

旭
川
市
大
町
３
条
４
丁
目
３
６
３
９
‐
１
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広報等の配布にご協力いただき
ありがとうございます

　広報の配布には、各町内会等役員の
皆さんの特段のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　なお、配布にあたって次の点にご留
意ください。

①広報配達は２日以内で各町内会長等
宅にお届けしています。

　お手数をおかけしますが、今後も引
　き続き配布をお願いします。
②毎月の広報の必要部数に増減があっ
た場合は、お手数ですが総務課情報
管理班（��６４００）までご連絡願い
ます。

平成１８年度
町税・国民健康保険税の納期

納税計画を立て納期内に納税しましょう
納期限期別税目

平成１８年５月１日軽自動車税
平成１８年５月３１日１

固定資産税
平成１８年１０月２日２
平成１８年６月３０日１

町・道民税
平成１８年１１月３０日２
平成１８年７月３１日１

国民健康保険

税

平成１８年８月３１日２
平成１８年１０月２日３
平成１８年１０月３１日４
平成１８年１１月３０日５
平成１９年１月３１日６

※お仕事等で金融機関に納めに行けない方
には、口座振替納入が便利です。手続き
は、預金通帳と通帳届出印鑑を持参して
役場税務課又は各指定金融機関へ

　郵便局の口座からの振替納入は、直接、
郵便局窓口で手続きしてください。

統計調査まめ知識�
事業所・企業統計調査はどのような調査なのですか？

問合せ　総務課情報管理班　��６４００

　平成１８年１０月１日現在で「事業所・企業統計調査」が実施されま
す。
　事業所・企業統計調査は、事業所及び企業の産業、従業者規模等
の基本的構造を全国及び地域別に明らかにするとともに、各種標
本調査実施のための母集団情報となる事業所及び企業の名簿を整
備することを目的として行われるものであり、事業所及び企業を
対象とする調査の中で最も基本的な統計調査として指定統計の第
２号に指定されています。
　この調査は、昭和22年に開始され、23年以降56年までは３年ごと
に行われてきましたが、その後は５年ごとに行われています。ま
た、平成８年の調査以降、調査から３年目に当たる年には簡易な方
法による調査を行っており、平成16年に行われた調査は、この簡易
調査に当たり、平成１８年に行う調査はいわゆる全数調査です。
　事業所・企業統計調査では、我が国の事業所のうち、農林漁業に
属する個人経営の事業所、家事サービス業、外国公務に属する事業
所を除く、すべての事業所が調査の対象となります。
　ただし、簡易調査においては、民営の事業所のみが調査の対象と
なります。
　ここで言う事業所とは、経済活動が行われている場所ごとの単
位で、原則として次の条件を備えているものをいいます。
　・経済活動が単一の経営主体の下で一定の場所（一区画）を占め
　　て行われていること
　・物の生産や販売、サービスの提供が、従業者と設備を有して、
　　継続的に行われていること
　例えば、商店、工場、事務所、営業所、銀行、学校、神社・寺
院、病院、旅館、学習塾、個人教授所（生け花、茶道など）など、
一区画を占めて事業を行っているその場所が事業所です。しかし、
個人で自家営業している大工、左官や個人タクシーの運転手など
のように、事業を行う場所が一定していないような場合には、その
人の自宅を事業所とみなします。
　また、露店、行商、屋台、立売などのように固定的な設備がない
場合は、営業場所が定まっているか否かにかかわらず、商品の販売
活動などを行うための拠点となっている場所（事務所、自宅など）
を事業所とみなします。
　なお、当該事業所に所属する従業者が１人もおらず、他の会社な
ど別経営の事業所から派遣されている人のみで事業活動が行われ
ている場合も、調査の対象となります。

in
fo
rm
a
tio
n

新手数料旧手数料
建築物の床面積�の合計

完了検査手数料確認申請手数料完了検査手数料確認申請手数料
11,000円8,000円10,000円5,000円30�≦Ａ
14,000円13,000円12,000円9,000円100�≦Ａ＜30�
18,000円19,000円16,000円14,000円200�≦Ａ＜100�
24,000円25,000円22,000円19,000円500�≦Ａ＜200�
39,000円41,000円36,000円34,000円1,000�≦Ａ＜500�
54,000円56,000円50,000円48,000円Ａ＜1,000�
10,000円13,000円9,000円8,000円工作物の築造

※他の手数料については、左記までお問い合わせください。

◆ 問合せ ◆
建設水道課都市建築班　��６９８１

　住宅等を建築する場合、その建築
物が法令等に適合して設計・施工され
ているか建築主事の審査が必要です。
　上富良野町が審査する際に必要な
手数料が改正され、平成１８年４月１
日以降に受付する申請から適用とな
ります。

建築確認申請手数料等の改定について
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与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与

上
富
良
野
町
教
育
賞
授
与

　

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
で
は

児
童
生
徒
表
彰
要
綱
に
基
づ
き
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
努
力

の
あ
と
が
見
ら
れ
た
児
童
生
徒
や
団

体
に
対
し
、
教
育
賞
（　

名
及
び
3

４７

団
体
）
並
び
に
教
育
奨
励
賞
（　

名
１２

及
び
2
団
体
）
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
教
育
賞
は
、
小
学
校
及

び
中
学
校
の
９
年
間
を
皆
勤
し
た
生

徒
1
名
に
教
育
特
別
賞
、
学
校
生
活

に
お
い
て
皆
勤
の
児
童
生
徒　

名
に

１４

努
力
賞
、
作
品
展
な
ど
に
入
賞
し
た

児
童
生
徒　

名
と
１
団
体
に
学
芸

１７

賞
、
管
内
や
全
道
の
体
育
大
会
で
活

躍
し
た
児
童
生
徒　

名
と
2
団
体
に

１５

体
育
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
賞
に
準
ず
る
活
動
に

対
す
る
教
育
奨
励
賞
に
は
、
努
力
賞

に
児
童　

名
と
1
団
体
、
体
育
賞
に

１２

1
団
体
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
一
年
を
前
期
と
後
期
に

分
け
て
授
与
し
て
お
り
、
前
期
は
２

学
期
末
に
授
与
を
終
え
、
後
期
は
各

学
校
の
終
業
日
等
に
併
せ
て
各
学
校

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
し

た
。

教育委員会教育振興課教育委員会教育振興課

学校教育班学校教育班　����66996699

小
学
生
の
部

小
学
生
の
部

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

教  
育  
賞

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

◆
努
力
賞  
小
学
校
６
年
間
、
皆
勤
の
児
童

　

佐
藤
渓
太
、
國
本
主
税
（
以
上
、

上
小
6
年
）　

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

◆
学
芸
賞  
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
た
児
童
及
び
団
体

　

國
本
主
税 
（
上
小
6
年
）

　

中
村
敦
士 
（
東
中
小
1
年
）

　

藤
森
成
美
、
磯
崎
菜
実
江
、
長
谷

川
由
記 
（
以
上
、
東
中
小
2
年
）

　

中
西　

茜
、
池
上
友
梨
、
宮
ケ
丁

克
典
、
小
松
大
介
（
以
上
、
東
中
小

3
年
）

　

熊
谷
季
代
里
、
磯
崎
充
典
、
柿
原

里
奈
、
杉
本
貴
史
、
小
野
寺
真
菜
、

武
島
直
人
、
武
藤
仰
（
以
上
、
東
中

小
4
年
）

　

築
舘
咲
耶 
（
江
幌
小
6
年
）

　

上
富
良
野
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

体
育
賞  
各
種
大
会
で
活
躍
し
た
生
徒

　

吉
田
北
斗
、
大
橋
真
之
亮
、
三
原

経
敬
（
以
上
、
上
小
6
年
）

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

教 
育 
奨 
励 
賞

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

◆
努
力
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞  
小
学
校
６
年
間
、
精
勤
の
児
童

　

佐
藤
千
明
、
布
施
利
佳
子
、
橋
本

海
希
、
田
澤
め
ぐ
み
、
紺
野
亜
弥
、

多
湖
麻
美
、
谷
口
愛
奈
、
江
口
亜
矢

女 
（
以
上
、
上
小
6
年
）

　

学
校
生
活
等
で
各
種
活
動
に
努
力
し
た
児
童
及
び
団
体

　

森　

鈴
音
、
内
田　

亮
（
以
上
、

西
小
5
年
）

　

梅
澤
勇
輝
（
江
幌
小
6
年
）

　

原
田　

輝
（
清
富
小
4
年
）

　

上
富
良
野
西
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

体
育
賞  
各
種
大
会
で
活
躍
し
た
団
体

　

上
富
良
野
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別

◆
教
育
特
別
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞   

　

小
学
校
6
年
間
及
び
中
学
校
3
年
間
、
皆
勤
の
生
徒

　

松
浦
友
香
（
上
中
3
年
）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

◆
努
力
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞  
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学
校
3
年
間
、
皆
勤
の
生
徒

　

笹
沼
千
代
栄
、
�
橋
あ
ゆ
み
、
佐

藤
大
志
、
柿
原
由
貴
、
江
良
友
貴
、

末
岡
知
憲
、
西
村
孝
次
、　

川
雅
英
、

佐
藤
根
琴
美
、
那
須
千
秋
、
芳
賀
さ

や
か
、
宮
本
帆
波
（
以
上
、
上
中
3

年
）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

体
育
賞  
各
種
大
会
で
活
躍
し
た
生
徒
及
び
団
体

　

大
塚
敏
也
、
清
水
野　

拓
、
田
中

良
磨
、
寺
田　

遼
、
三
原
彬
敬
、
今

井　

華
、（
以
上
、
上
中
3
年
）

　

武
島
仁
志
、
小
野
寺
耕
平
、
及
川

拓
夢
、
三
熊
航
平
、
杉
本
千
尋
、
山

畑
理
美
（
以
上
、
東
中
中
3
年
）

　

上
富
良
野
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

　

上
富
良
野
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

教  
育  
賞

9年間皆勤し、教育特別賞を受賞
した、松浦友香さん（大町1丁目）



�

Ａ
さ
ん
の
ご
意
見

①
公
園
名
称
に
つ
い
て

　

名
称
を
公
募
し
、
町
民
に
愛
さ
れ

る
公
園
名
称
に
し
て
ほ
し
い
。

町
の
考
え
方

　

公
園
設
置
の
手
続
き
上
、
名
称
は

見
晴
台
公
園
と
な
る
予
定
で
す
が
、

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
み
を

も
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
な
愛
称
を
募

集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
公
園
内
の
施
設
に
つ
い
て

　

デ
ッ
キ
や
広
場
を
活
用
し
、
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
活
動
な
ど
、
多
目
的
に

使
え
る
公
園
に
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
夜
間
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う

照
明
設
備
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

町
の
考
え
方

　

活
動
の
場
と
し
て
、
多
目
的
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
運
営
に
努
め
ま

す
。
照
明
に
つ
い
て
は
、
夜
間
の
安

全
と
景
観
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
散

策
路
へ
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
高
さ
１

ｍ
程
度
）
の
み
を
設
置
し
ま
す
。

③
情
報
発
信
と
運
営
に
つ
い
て

　

町
外
の
方
も
多
く
来
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
案
内
所

を
設
置
し
、
地
場
産
業
を
は
じ
め
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
ほ
し
い
。
衛

生
面
、
財
政
面
、
人
員
配
置
の
観
点

か
ら
一
切
の
飲
食
物
は
お
か
な
い
こ

と
。
公
園
管
理
は
観
光
協
会
が
望
ま

し
い
。

町
の
考
え
方

　

町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
地
域
活
性
化
に
波

及
す
る
よ
う
情
報
の
発
信
に
努
め
ま

す
。
飲
食
物
に
つ
い
て
は
、
対
外
的

に
は
こ
の
公
園
が�
お
も
て
な
し
の

場
所�
で
あ
る
こ
と
や
、
利
用
す
る

方
々
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
そ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。
公

園
管
理
に
つ
い
て
は
、
運
営
も
含
め

て
関
連
の
深
い
団
体
等
に
委
ね
る
予

定
で
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
の
ご
意
見

　

町
財
政
が
厳
し
い
折
、
今
後
の
管

理
も
考
え
る
と
必
要
度
は
低
い
の
で

は
な
い
か
。

町
の
考
え
方

　

町
民
み
な
さ
ん
の
野
外
活
動
の
場

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観

光
・
景
観
活
動
を
行
う
団
体
・
個
人

の
方
々
と
の
連
携
や
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ

イ
ウ
ェ
イ
事
業
な
ど
他
の
事
業
と
の

有
機
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地

域
の
活
性
化
に
波
及
す
る
運
営
に
努

め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
の
ご
意
見

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点

と
し
、
観
光
客
と
町
民
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
お
も
て
な
し
が
で
き
れ

ば
、
二
度
・
三
度
と
来
町
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
。
観
光
客
を
街
な

か
に
誘
導
す
る
案
内
図
の
設
置
と
招

き
入
れ
る
工
夫
を
。

町
の
考
え
方

　

お
も
て
な
し
の
場
所
と
し
て
、
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
大
変
有
意

義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
活
動

を
さ
れ
る
方
々
に
ご
活
躍
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

園
内
の
魅
力
の
演
出
と
と
も
に
街
な

か
を
は
じ
め
、
町
内
の
観
光
関
連
施

設
等
へ
導
く
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

Ｄ
さ
ん
の
ご
意
見

　

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発
信
の

場
と
し
て
観
光
シ
ー
ズ
ン
中
は
出
店

者
負
担
に
よ
る
実
販
可
能
な
場
所
に

し
、
そ
の
中
か
ら
公
園
の
管
理
経
費

を
ま
か
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
事
業

と
の
連
携
か
ら
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
活
動
団
体
に
よ
る
運
営
管
理

が
望
ま
し
い
。

町
の
考
え
方

　

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
は

積
極
的
に
展
開
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
、

運
営
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
工
夫
を

し
、
行
政
経
費
の
支
出
を
抑
制
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
公
園
管
理
に
つ
い

て
は
、
運
営
も
含
め
て
関
連
の
深
い

団
体
等
に
委
ね
る
予
定
で
い
ま
す
。

Ｅ
町
内
会
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等

①
自
然
林
の
維
持
に
つ
い
て

　

幾
種
か
の
野
鳥
が
飛
来
し
て
お

り
、
自
然
林
を
残
し
、
小
灌
木
の
植

栽
等
に
よ
り
、
自
然
保
護
を
考
慮
す

べ
き
。

町
の
考
え
方

　

下
刈
り
や
枝
払
い
、
小
径
灌
木
の

除
伐
な
ど
、
通
常
の
育
林
管
理
は
行

い
ま
す
が
、
現
存
の
林
に
つ
い
て

は
、
公
園
の
機
能
と
し
て
残
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
小
灌
木
の
植
栽
に

in
fo
rm
a
tio
n

住
民
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）の
結
果
に
つ
い
て

□
募
集
期
間　

平
成　

年　

月　

日
〜

１７

１２

１５

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日

１８

１５

□
意
見
提
出
件
数　

４
名
１
団
体
、　

件
２０

□
担
当　

建
設
水
道
課
都
市
建
築
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
１

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園

見
晴
台
公
園
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
））））））））））））））））））））））））

（
仮
称
）
のののののののののののののののののののののののの
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
にににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててて

の
整
備
に
つ
い
て

見
晴
台
公
園
（
仮
称
）
の
整
備
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

４
名
の
方
と
１
町
内
会
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
整
備
や
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
良
好
な

景
観
の
確
保
、
公
園
の
規
模
等
を
考

慮
し
、
植
栽
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、
公
園
を
取
り
囲
む
よ
う
に
多

年
性
植
物
を
植
栽
し
ま
す
。

②
住
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　

公
園
に
隣
接
し
た
高
台
に
住
宅
が

あ
り
、
風
が
強
い
た
め
、
町
道
見
晴

台
道
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
は
風
の
緩

衝
壁
と
し
て
残
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
国
道
駐
車
帯
か
ら
大
量
の
ゴ

ミ
が
飛
散
し
て
い
る
の
が
実
態
で
、

公
園
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゴ
ミ

の
飛
散
量
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

町
の
考
え
方

　

町
道
見
晴
台
道
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
の
撤
去
や
地
形
の
造
成
に
よ
っ

て
、
風
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
に
変

化
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
街
区

住
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

公
園
利
用
者
の
方
々
が
、
容
易
か
つ

安
全
に
公
園
へ
の
出
入
り
が
出
来
る

よ
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
に
つ
い
て
は

撤
去
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ

ミ
の
飛
散
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

速
、
国
道
駐
車
場
の
管
理
者
で
あ
る

北
海
道
開
発
局
に
現
状
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
園
共
々
、

周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
が

掛
か
ら
ぬ
よ
う
、
適
正
な
管
理
に
努

め
ま
す
。



�

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

（
２
０
０
６
年
２
月
）

『
概
況
』

　
　

‐
２
火
口
は
噴
煙
活
動
が
活
発
で
高

６２
温
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
３
日
に
振
幅
の
や
や
大
き
な
火
山
性

微
動
が
観
測
さ
れ
た
ほ
か
、　

日
に
も
振

１４

幅
の
小
さ
な
火
山
性
微
動
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。
火
山
活
動
は
引
き
続
き
や
や
活
発

な
状
態
で
す
。
火
口
近
傍
で
は
注
意
が
必

要
で
す
。

『
地
震
お
よ
び
微
動
の
発
生
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
付
近
の
地
震
計
（
H
点
）

６２
で
、
３
日　

時　

分
頃
か
ら
約
１
分
間
、

２２

４２

振
幅
の
や
や
大
き
な
火
山
性
微
動
が
観
測

さ
れ
た
ほ
か
、　

日
に
も
振
幅
の
小
さ
な

１４

火
山
性
微
動
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
微
動

の
発
生
源
は　

‐
２
火
口
周
辺
と
推
定
さ

６２

れ
ま
す
。
空
振
計
に
は
火
口
か
ら
の
噴
出

を
示
す
よ
う
な
振
動
は
観
測
さ
れ
ず
、
ま

た
、
微
動
の
発
生
前
後
で
火
山
性
地
震
の

増
加
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
噴
煙
の
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
で
は
活
発
な
噴
煙
活
動
が

６２
続
い
て
い
ま
す
。
噴
煙
は
白
色
で
高
さ
は

火
口
縁
上
お
お
む
ね　

ｍ
で
経
過
し
ま
し

２００

た
。
３
日
お
よ
び　

日
の
微
動
発
生
時
の

１４

噴
煙
の
状
況
は
悪
天
の
た
め
不
明
で
し
た

が
、
天
候
回
復
後
に
高
感
度
カ
メ
ラ
で
確

認
し
た
結
果
、
火
口
付
近
に
降
灰
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

G
P
S
連
続
観
測
で
は
、
火
山
活
動
に

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
変
動
は
観
測
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

�
０
１
６
６�
６
３
６
８

　住民の皆様からの相談については、
役場の担当課、または社会福祉協議会
の心配ごと相談所において受け付けて
いますが、平成１８年４月からは富良野
市の相談窓口も併せて利用いただける
ようになります。

相談窓口に直接来られる方はできるだけ、事前に
電話連絡ください。
個人の秘密や相談内容は固く守られます。
電話での相談も受けられます。in

fo
rm
a
tio
n

平成１７年度公共工事等の入札結果（１月～２月執行分）
※入札結果については、「行政ホームページ」でも随時お知らせしています。

入札執行日落札金額落札業者工事（事業）名

Ｈ１８．２．８4,200,000円ドーピー建設工業�衣川橋橋梁架替工事（上部工）
Ｈ１８．２．８1,600,000円山本建設�南基線側溝整備工事
Ｈ１８．２．１６1,550,000円山本建設�富原地区排水路整備工事
Ｈ１８．２．２４131,000,000円大北土建工業�南部地区土砂流出対策工事（べべルイ川）（Ｈ１７国債）
Ｈ１８．２．２４141,800,000円�アラタ工業北２４号道路改良舗装工事（改良工）（Ｈ１７国債）
Ｈ１８．２．２４43,350,000円道路工業�北２４号道路改良舗装工事（舗装工）（Ｈ１７国債）

　訪問販売、通信販売での商品、サービスの購入な
どでのトラブルについての相談が受けられます。
富良野市消費生活センター
　【場所】富良野市若松町１７番１号　市役所隣り
　　　　　��１１６６　��１１６７
　【受付時間】土曜日・日曜日・祝日を除く
　　　　　　　１０：００～１６：００
上富良野町役場町民生活課生活環境班
　　��６９８５　��５３６２
　【受付時間】土曜日・日曜日・祝日を除く
　　　　　　　８：３０～１７：００

消費生活相談

が始まります
住民相談窓口の共同利用住民相談窓口住民相談窓口のの共同利用共同利用

　家庭内の不和、相続問題、離婚問題、借地・借家
の問題、交通事故問題、金銭の貸借や、隣近所との
トラブルなどの相談が受けられます。
富良野市市民相談室
　【場所】富良野市弥生町１番１号　市役所内
　　　　　��２３０１（内線２２３０）
　【受付時間】土曜日・日曜日・祝日を除く
　　　　　　　９：３０～１６：３０
無料法律相談
　市民相談室の定期特設相談として開設されていま
す。すべての民事問題についての相談に対し、弁護
士から法律上のアドバイスを受けられます。
　毎月第２日曜日　１１時～１５時
　※事前に予約が必要です。
　　【連絡先】富良野市役所市民課市民相談室
　　　　　　　��２３０１（内線２２３０）
心配ごと相談所
　【場所】保健福祉総合センターかみん相談室
　【受付時間】毎月第１・第３火曜日
　　　　　　　１３：００～１６：００
　【連絡先】上富良野町社会福祉協議会
　　　　　　��３５０５　��５４９９

住民相談



�　　　  この広報誌は、この広報誌は、古紙混入率100％の再生紙を使用し古紙混入率100％の再生紙を使用していますています。。

心
筋
梗
塞
で
は
、
動
脈
硬
化
の
部
位
に
た

ま
っ
て
い
た
ア
テ
ロ
ー
ム
と
い
う
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
固
ま
り
が
破
れ
、
冠
動
脈
は
血

の
固
ま
り
で
完
全
に
つ
ま
っ
て
血
液
が
流

れ
な
く
な
り
、
心
臓
の
筋
肉
が
壊
死
し
ま

す
。
安
静
、
運
動
に
関
係
な
く
、
突
然
、
前

胸
部
に
激
し
い
痛
み
が
起
こ
り　

分
以
上

１５

続
き
ま
す
。
ま
た
、
持
続
性
の
胸
痛
と
と
も

に
不
安
感
、
動
悸
、
息
切
れ
、
冷
汗
、
め
ま

い
な
ど
を
伴
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
心

臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
て
心
不
全
を

起
こ
し
た
り
、
虚
血
に
よ
り
不
整
脈
か
ら
心

臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
生
命
に
危
険
な
状

態
と
な
り
ま
す
。

検
査

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
診
断
は
、
血
液
検

査
、
心
電
図
、
運
動
負
荷
心
電
図
、　

時
間

２４

心
電
図
の
ほ
か
、
超
音
波
検
査
、
心
筋
シ
ン

チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
冠
動
脈
造
影
で
行
い
ま

す
。

治
療

　

症
状
が
出
た
ら
、
点
滴
や
内
服
治
療
の
ほ

か
、
血
行
再
建
療
法
と
し
て
、
内
科
的
に
手

や
足
か
ら
細
い
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を
い
れ

て
血
栓
を
と
か
し
た
り
、
冠
動
脈
の
狭
窄
を

広
げ
た
り
、
外
科
的
に
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

で
冠
動
脈
を
開
通
さ
せ
ま
す
。

危
険
因
子
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　

発
症
、
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
改
善
が
大
事
で
す
。
冠
動
脈

心
臓
の
は
た
ら
き

　

心
臓
は
、
体
の
す
み
ず
み
に
血
液
を
送
り

だ
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
お
り
、
生
涯
休

み
な
く
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
心
臓
の
表
面

に
は
冠
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
か
た
ち
の
冠
動

脈
が
は
し
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
流
れ
た
血
液

が
心
臓
に
酸
素
、
栄
養
を
供
給
し
て
い
ま

す
。

動
脈
硬
化
と
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

　

冠
動
脈
に
動
脈
硬
化
が
お
こ
る
と
血
管
の

内
腔
が
狭
く
な
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

り
心
臓
に
十
分
な
血
液
を
送
り
出
せ
な
く
な

り
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
る
と
き
に
は
症
状

が
な
く
て
も
、
運
動
を
し
た
と
き
に
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
が
出
る
の
は
、

心
臓
の
動
き
に
必
要
な
酸
素
が
冠
動
脈
を
通

し
て
十
分
に
供
給
さ
れ
ず
、
心
臓
の
筋
肉
が

虚
血
の
状
態
と
な
る
た
め
で
す
。
狭
心
症
で

は
、
体
を
休
め
る
と
虚
血
は
改
善
さ
れ
、
症

状
も
通
常
数
分
以
内
に
消
失
し
ま
す
。
急
性

硬
化
の
危
険
因
子
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、

高
血
圧
、
喫
煙
が
３
大
危
険
因
子
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
も
２
〜
４
倍
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
２
つ
が
合
わ
さ
る

と
約　

倍
、
３
つ
が
あ
わ
さ
る
と　

倍
と
と

１６

３２

ん
で
も
な
い
数
字
に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、

糖
尿
病
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
危
険
因

子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
予
防
す
る
た
め
に
は
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

�
禁
煙
す
る

�
塩
分
・
糖
分
・
脂
肪
分
を
取
り
過
ぎ
な
い

�
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る

�
適
度
な
運
動
を
す
る

�
ス
ト
レ
ス
を
避
け
、
規
則
正
し
い
生
活
を

す
る

�
血
縁
者
に
心
筋
梗
塞
の
人
が
い
れ
ば
生
活

習
慣
に
注
意
を

�
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の
早
期
発

見
と
治
療

�
強
い
胸
痛
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
病
院
へ

心
臓
発
作
が
起
き
た
と
き
に
自
分
で
や
る
こ
と

　

胸
痛
・
圧
迫
感
な
ど
が
起
き
た
と
き
に
は

心
臓
発
作
の
可
能
性
が
高
く
、
放
置
す
る
と

　

秒
ほ
ど
で
気
を
失
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

１０す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
な
り
に
い
る
人
が
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
ら

　

急
性
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
半
数
以
上

が
、
発
症
か
ら
１
時
間
以
内
に
集
中
し
て
お

り
、
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
心
室
細
動
と
呼

ば
れ
る
不
整
脈
で
す
。
こ
の
不
整
脈
が
お
こ

る
と
、
心
臓
は
け
い
れ
ん
し
た
よ
う
な
状
態

と
な
り
ポ
ン
プ
の
働
き
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
２
〜
３
分
以
内
に
人
工
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
心
肺
蘇
生
法
を
行
わ
れ

な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ
ん
。　

番
通
報
し
て

１１９

か
ら
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇
生
法
の
心

得
が
あ
れ
ば
助
か
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
度
講
習
会
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
施
設
に
よ
っ
て
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
設
置
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
至
急
装
着
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

�

「急性心筋梗塞と狭心症」
院長　白田 克美
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次
号
よ
り
、
町
立
病
院
だ
よ
り
は
２
か
月

に
１
回
の
掲
載
に
な
り
ま
す
。

下図は呼吸停止から人工呼吸や心配蘇生法を始めるまで
の時間と蘇生する場合の関係をイメージ化したものです。


